
「
予
算
内
で
建
設
で
き

る
の
か
」、
不
安
呼
ぶ
奇

抜
デ
ザ
イ
ン

県
立
ホ
ー
ル
は
徳
島
市

の
旧
文
化
セ
ン
タ
ー
跡
地

等
に
建
設
さ
れ
る
。
ホ
ー

ル
は
当
初
、
徳
島
市
の
事

業
だ
っ
た
。
飯
泉
知
事
と

遠
藤
前
市
長
が
計
画
地
に

あ
る
県
有
地
の
無
償
貸
与

問
題
で
揉
め
た
が
、
内
藤

市
長
と
飯
泉
知
事
が「
グ
ー

タ
ッ
チ
」。
市
が
県
に
市
有

地
を
譲
渡
し
、
県
が
事
業

主
体
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

県
都
懸
案
の
ホ
ー
ル
計

画
だ
が
、
事
業
は
ス
タ
ー
ト

か
ら
み
そ
を
付
け
た
。
業
者

選
定
だ
。
設
計
施
工
一
体
型

の
公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

熊
谷
組
グ
ル
ー
プ
が
選
ば

れ
た
。
設
計
担
当
は
石
上
純

也
氏
。
著
名
建
築
家
で
公
募

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員

長
の
妹
島
和
世
氏
の
弟
子

だ
っ
た
。「
師
匠
が
弟
子
の

企
業
グ
ル
ー
プ
を
選
ん
だ

の
か
」
と
疑
問
を
呼
ん
だ
。

　

事
業
は
現
在
、
基
本
設

計
が
終
わ
っ
た
段
階
だ
が
、

難
題
山
積
だ
。
第
一
点
は
予

算
内
で
設
計
通
り
の
ホ
ー

ル
が
出
来
上
が
る
の
か
と
い
う

こ
と
。石
上
設
計
の
特
徴
は「
花

び
ら
が
舞
う
よ
う
な
」
奇
抜
な

デ
ザ
イ
ン
。
県
は
日
建
設
計
を

お
目
付
け
役
に
し
て
コ
ス
ト
管

理
を
行
っ
て
い
る
が
、
業

界
関
係
者
か
ら
は
「
約
二

百
億
円
の
予
算
で
で
き
る

の
か
。
維
持
管
理
も
莫
大

な
経
費
が
掛
か
る
の
で
は
。

お
手
並
み
拝
見
だ
」
と
の

声
も
上
が
る
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
も

難
題
だ
。
出
土
し
た
お
宝

は
旧
徳
島
城
関
連
の
遺
構
。

県
は
「
現
地
保
存
」
の
方

針
だ
が
、
問
題
は
保
存
方

法
。
遺
構
に
土
を
被
せ
て

も
う
一
度
埋
め
る
だ
け
で

も
「
保
存
し
た
」
こ
と
に

な
る
。
貴
重
な
歴
史
文
化

遺
産
を
地
中
に
埋
も
れ
さ

せ
る
の
か
。
県
民
に
開
示

す
る
の
か
。「
オ
ー
プ
ン
徳

島
」
が
問
わ
れ
て
い
る
。

管
理
運
営
に
生
か

さ
れ
る
か
、
記
念
オ

ケ
疑
惑
の
教
訓

　

ソ
フ
ト
対
策
も
難
題
だ
。

出
来
上
が
っ
た
箱
物
が
有

効
活
用
さ
れ
な
い
と
意
味

が
な
い
。
県
は
現
在
、
外

部
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ

た
管
理
運
営
計
画
検
討
委

員
会
で
ホ
ー
ル
の
運
営
方
式
を

協
議
し
て
い
る
。
ホ
ー
ル
活
用

策
と
し
て
、
芸
術
監
督
制
や
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
制
の
導
入
、
県

文
化
振
興
財
団
を
非
公
募
で
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
案
な
ど

が
飛
び
出
し
て
い
る
。

　

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
上

田
市
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
新
潟
市

民
芸
術
文
化
会
館
の
元
副
支
配

人
な
ど
、
ホ
ー
ル
運
営
の
プ
ロ

が
顔
を
揃
え
て
い
る
。
英
知
と

実
務
経
験
を
生
か
し
た
管
理
運

営
プ
ラ
ン
の
策
定
が
期
待
さ
れ

る
が
、
懸
念
材
料
は
記
念
オ
ケ

事
業
の
教
訓
が
ど
う
生
か
さ
れ

る
か
だ
。

　

記
念
オ
ケ
事
業
で
は
、
飯
泉

知
事
と
親
密
関
係
の
女
性
音
楽

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
社
長
が
、「
カ

リ
ス
マ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
と

し
て
演
奏
会
運
営
を
仕
切
っ

た
。
女
性
社
長
の
脱
税
事
件
で

事
業
私
物
化
の
実
態
が
暴
か
れ

た
。
女
性
社
長
の
暴
走
を
県
担

当
者
と
事
務
局
の
県
文
化
振
興

財
団
が
黙
認
。
県
の
文
化
行
政

に
拭
い
難
い
汚
点
を
残
し
た
。

　

県
立
ホ
ー
ル
の
管
理
運
営
を

県
文
化
振
興
財
団
に
非
公
募
で

任
せ
よ
う
と
す
る
専
門
委
員
会

だ
が
、
六
人
の
委
員
は
記
念
オ

ケ
事
業
に
お
け
る
財
団
の
功
罪

を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
る
の

か
。
女
性
社
長
の
事
業
私
物
化

に
加
担
し
て
記
念
オ
ケ
疑
惑
を

招
い
た
財
団
だ
が
、
い
ま
だ
に

反
省
の
弁
は
聞
か
れ
な
い
。
記

念
オ
ケ
で
下
手
を
打
ち
、
自
己

反
省
無
き
財
団
に
県
立
ホ
ー
ル

の
管
理
運
営
を
任
す
の
は
あ
ま

り
に
も
リ
ス
キ
ー
だ
。

　
　払
拭
で
き
る
か
、
興
行

業
界
に
広
が
る
「
徳
島

リ
ス
ク
」

　

県
市
協
調
が
建
前
の
県
立

ホ
ー
ル
。
興
行
業
界
で
囁
か
れ

る
「
徳
島
リ
ス
ク
」
の
払
拭
も

課
題
だ
。
ホ
ー
ル
が
活
用
さ
れ

る
た
め
に
は
、
コ
ン
サ
ー

ト
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
興
行

業
界
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
が

不
可
避
だ
が
、
興
行
業
界

内
に
は
「
徳
島
は
鬼
門
だ
」

と
い
う
「
徳
島
リ
ス
ク
」

が
囁
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
徳
島
リ
ス
ク
」
の
元
凶

は
徳
島
市
の
阿
波
踊
り
だ
。

興
行
業
界
の
大
手
、キ
ョ
ー

ド
ー
東
京
に
運
営
を
委
託

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

が
中
止
に
な
り
、
キ
ョ
ー

ド
ー
東
京
が
「
開
催
中
止

で
収
入
が
な
い
」
と
固
定

納
付
金
の
免
除
を
求
め
た

が
、
徳
島
市
は
「
ノ
ー
」。

最
終
的
に
キ
ョ
ー
ド
ー
東

京
と
の
契
約
を
解
除
。
そ

の
強
硬
姿
勢
が
「
徳
島
は

鬼
門
だ
」
と
興
行
業
界
の

ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
っ

て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
。

　

県
は
ホ
ー
ル
の
管
理
運

営
に
芸
術
監
督
制
や
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
制
の
導
入
を

検
討
し
て
い
る
が
、
芸
術

監
督
に
せ
よ
、プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
に
せ
よ
、
興
行
業
界

に
広
が
る
「
徳
島
リ
ス
ク
」

を
払
拭
で
き
る
よ
う
な
人

材
が
不
可
欠
だ
。

先
行
発
車
し
た
「
武

道
館
」、「
体
育
館
」
は

ど
う
す
る
？

突
然
浮
上
し
た
「
ア
リ
ー

ナ
機
能
付
き
の
武
道
館
」
計

画
も
難
題
が
多
い
。

　

徳
島
駅
西
に
あ
る
県
武
道
館

を
イ
オ
ン
近
く
の
旧
東
工
業

跡
地
に
移
転
し
よ
う
と
い
う

も
の
だ
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
Ｂ

リ
ー
グ
の
拠
点
を
目
指
す
と

い
う
こ
と
だ
が
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
な
ら
メ
イ
ン
は
ア
リ
ー

ナ
。
本
来
な
ら
「
武
道
館
機

能
付
き
の
ア
リ
ー
ナ
」
と
打

ち
出
す
べ
き
だ
。

　

主
客
転
倒
に
な
っ
た
こ

と
に
は
理
由
が
あ
る
。
徳
島

駅
西
の
武
道
館
横
に
は
徳

島
市
の
体
育
館
が
あ
る
。
移

転
先
の
旧
東
工
業
跡
地
は

県
有
地
と
市
有
地
が
入
り

乱
れ
た
公
共
用
地
。
本
来
な

ら
県
市
協
調
で
武
道
館
と

体
育
館
を
移
転
し
て
、「
武

道
館
機
能
を
持
つ
ア
リ
ー

ナ
」
を
整
備
す
べ
き
だ
が
、

県
と
徳
島
市
の
足
並
み
が

揃
わ
ず
、
県
が
武
道
館
移

転
構
想
を
先
行
発
車
さ
せ

た
た
め
だ
。

　

武
道
館
構
想
の
先
行
発

車
に
つ
い
て
は
「
飯
泉
知
事

の
六
選
に
向
け
た
ネ
タ
作

り
」「
六
月
議
会
で
質
問
し

た
嘉
見
県
議
へ
の
来
年
県

議
選
を
見
据
え
た
手
土
産
」

な
ど
、
政
治
的
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
説
が
囁
か
れ
て
い
る
。

　
「
武
道
館
＆
体
育
館
」
の
移

転
構
想
で
足
並
み
乱
れ
る
県

と
徳
島
市
だ
が
、
実
は
徳
島
市

は
四
年
前
の
平
成
三
十
年
五

月
か
ら
体
育
館
の
移
転
計
画

に
取
り
組
ん
で
い
た
。
外
部

委
員
に
よ
る
検
討
会
議
を
立

ち
上
げ
、
協
議
を
行
い
、
平

成
三
十
一
年
三
月
に
は
、
移

転
先
と
し
て
旧
東
工
業
跡
地

と
旧
動
物
園
跡
地
を
挙
げ
て

い
た
。

　

体
育
館
移
転
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
た
平
成
三
十
年
は

遠
藤
市
政
時
代
。
内
藤
市
長

と
し
て
は
市
長
選
で
戦
っ
た

遠
藤
氏
の
政
策
を
引
き
継
ぐ

の
は
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る

の
か
も
知
れ
な
い
が
、
行
政

の
継
続
性
を
考
慮
し
て
「
武

道
館
＆
体
育
館
」
移
転
構
想

を
県
市
協
調
で
リ
セ
ッ
ト
す

べ
き
だ
ろ
う
。

先
が
見
え
な
い
巨
大

事
業

　
「
武
道
館
＆
体
育
館
」
の
移

転
構
想
で
は
、
箱
物
だ
け
で
な

く
、
中
身
の
ソ
フ
ト
も
問
題

だ
。
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
拠

点
を
目
指
す
と
い
う
が
、
チ
ー

ム
と
し
て
名
前
が
挙
が
る
「
徳

島
ガ
ン
バ
ロ
ウ
ズ
」
は
実
力

的
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
レ
ベ
ル
。

３
部
リ
ー
グ
の
Ｂ
３
へ
の
参

入
を
め
ざ
す
現
状
だ
。
優
秀

な
選
手
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
プ

ロ
リ
ー
グ
に
参
入
し
な
い
と
、

「
ア
リ
ー
ナ
は
で
き
た
が
、
ブ

ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試

合
が
な
い
」
と
い
う
悲
惨
な

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

蠢
き
出
し
た
県
立
ホ
ー
ル

と
武
道
館
だ
が
、
ど
う
な
る

か
は
ま
だ
ま
だ
先
が
見
え
な

い
。
莫
大
な
公
費
が
投
入
さ

れ
る
巨
大
事
業
に
疑
惑
の
目

が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

幻
に
終
わ
っ
た
「
三
木

Ｖ
Ｓ
勝
野
」
の
知
事
選

　

幻
の
知
事
選
騒
動
が
あ
っ
た

の
は
昨
年
十
月
。
飯
泉
知
事
が

衆
院
選
出
馬
に
動
い
た
た
め

だ
。
対
立
構
図
は
飯
泉
派
Ｖ
Ｓ

反
飯
泉
派
。
飯
泉
派
の
主
軸
は

自
民
県
議
団
と
飯
泉
シ
ン
パ
の

首
長
ら
。
反
飯
泉
派
の
主
軸
は

後
藤
田
衆
院
議
員
と
反
飯
泉
の

首
長
ら
。
飯
泉
派
は
当
時
農
水

官
僚
だ
っ
た
勝
野
副
知
事
を
担

ぎ
、
反
飯
泉
派
は
三
木
参
院
議

員
を
担
い
だ
。

　

三
木
、
勝
野
と
も
事
務
所

を
構
え
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
。
出
馬
表
明
会
見
も

ス
タ
ン
バ
イ
し
て
い
た
。
だ
が

飯
泉
が
土
壇
場
で
衆
院
選
出
馬

を
ド
タ
キ
ャ
ン
。
三
木
Ｖ
Ｓ
勝

野
の
知
事
選
は
幻
に
終
わ
っ

た
。
農
水
省
に
辞
表
提
出
寸
前

だ
っ
た
勝
野
は
、
本
籍
農
水
省

の
ま
ま
飯
泉
に
よ
っ
て
副
知
事

に
起
用
さ
れ
た
。

暴
落
す
る
勝
野
人
気
、

水
面
下
で
進
む
勝
野
外
し

　

幻
の
知
事
選
か
ら
約
九
ヶ

月
。
来
春
知
事
選
の
本
命
は

依
然
と
し
て
、
三
木
と
勝
野

だ
。
三
木
は
中
西
の
参
院
選

に
応
援
弁
士
と
し
て
同
行
。

県
内
を
動
き
回
っ
た
。
勝

野
も
各
種
業
界
団
体
の
総
会

な
ど
で
相
次
ぎ
講
演
を
行
う
な

ど
「
顔
見
せ
興
行
」
を
行
っ
て

い
る
。

「
三
木
Ｖ
Ｓ
勝
野
」
の
マ
ッ

チ
レ
ー
ス
の
様
相
が
続
く
が
、

異
変
も
生
じ
て
い
る
。
勝
野

人
気
の
暴
落
だ
。
副
知
事
就
任

当
初
は
「
次
期
知
事
候
補
」「
県

政
初
の
女
性
副
知
事
」
と
し
て

期
待
感
が
高
か
っ
た
が
、
約

九
ヶ
月
の
副
知
事
活
動
で
政
治

セ
ン
ス
や
行
政
セ
ン
ス
の
頓
珍

漢
ぶ
り
が
露
呈
。「
知
事
と
し

て
は
無
理
で
は
」
と
期
待
感
が

急
速
に
萎
ん
で
い
る
。

　

勝
野
人
気
の
暴
落
に
慌
て
た

飯
泉
派
の
自
民
県
議
幹
部
は
、

「
勝
野
で
は
勝
て
な
い
」
と
勝

野
に
代
わ
る
候
補
者
探
し
を
水

面
下
で
進
め
て
い
る
。

名
前
が
挙
が
る
の
は
、
経

産
省
の
新
居
な
ど
飯
泉
が
衆

院
選
転
身
に
動
い
た
昨
年
夏

頃
に
名
前
が
挙
が
っ
た
県
出

身
の
中
央
官
僚
ら
だ
。
だ
が

本
命
の
新
居
は
経
産
省
の
総

括
審
議
官
に
就
任
。
知
事
選

出
馬
の
可
能
性
は
ゼ
ロ
に
近

い
。
新
顔
と
し
て
は
今
年
七

月
に
県
土
整
備
部
長
に
就
任

し
た
国
交
省
官
僚
の
松
野
秀

生
の
名
前
も
浮
上
し
て
い
る
。

　

松
野
は
現
在
五
十
二
歳
。
東

大
工
学
部
卒
。
平
成
二
十
年
か

ら
四
年
間
、
徳
島
県
庁
に
出

向
。
飯
泉
の
信
任
が
厚
く
、
企

画
総
務
部
政
策
企
画
総
局
長
な

ど
歴
任
し
た
。
高
く
評
価
す
る

国
交
省
キ
ャ
リ
ア
を
県
土
整
備

部
長
と
し
て
再
び
県
庁
に
招
聘

し
た
飯
泉
。
再
登
場
し
た
国
交

省
キ
ャ
リ
ア
の
存
在
が
話
題
を

呼
ん
で
い
る
。

浮
上
す
る
統
一
候
補

構
想
、「
喧
嘩
辞
め
て
中

央
官
僚
担
ご
う
」

　
「
勝
野
外
し
」
が
秘
か
に
加

速
す
る
飯
泉
派
。
梯
子
を
外
さ

れ
る
勝
野
も
た
ま
っ
た
も
の
で

は
な
い
が
、
本
籍
は
依
然
農
水

省
。
知
事
選
候
補
に
な
れ
な

か
っ
た
ら
、
副
知
事
任
期
を
全

う
し
、
格
好
は
悪
い
が
、
古
巣

の
農
水
省
に
リ
タ
ー
ン
し
た
ら

い
い
だ
け
の
話
だ
。

　

問
題
は
「
ポ
ス
ト
勝
野
」
の

知
事
選
候
補
。
自
民
県
議
幹
部

ら
は
「
国
か
ら
予
算
を
引
っ
張

れ
る
人
材
」
と
し
て
中
央
官
僚

に
固
執
す
る
が
、
中
央
官
僚
に

三
木
参
院
議
員
を
敵
に
回
し
た

保
守
分
裂
選
挙
に
出
馬
す
る
政

治
的
野
心
は
な
か
な
か
期
待
で

き
な
い
。

　

そ
こ
で
浮
上
し
て
い
る
の

が
、
飯
泉
派
と
反
飯
泉
派
が
手

を
結
び
、
保
守
分
裂
を
修
復
し

て
統
一
候
補
を
擁
立
し
よ
う
と

い
う
構
想
だ
。

　
「
三
木
参
院
議
員
、
後
藤
田

衆
院
議
員
、
勝
野
副
知
事
、
飯

泉
知
事
な
ど
来
春
知
事
選
で
名

前
が
挙
が
る
人
た
ち
を
全
部
お

ろ
し
て
、
保
守
勢
力
が
大
同
団

結
し
て
、
徳
島
に
ゆ
か
り
の
あ

る
有
能
な
中
央
官
僚
を
担
ご
う

と
い
う
構
想
で
す
」（
自
民
党

関
係
者
）。

精
力
的
に
動
き
回
る

三
木
、
勝
野
、
飯
泉

保
守
勢
力
の
統
一
候
補
構

想
ま
で
飛
び
出
す
来
春
知
事

選
。
後
藤
田
衆
院
議
員
Ｖ
Ｓ

県
議
団
に
象
徴
さ
れ
る
自
民

県
連
の
分
裂
状
態
を
修
復
し

よ
う
と
い
う
動
き
と
も
言
え

る
が
、
感
情
的
に
絡
み
合
っ

た
対
立
構
造
は
そ
う
簡
単
に

解
消
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
「
三
木
参
院
議
員
と
勝
野

副
知
事
を
両
方
降
ろ
し
て
統

一
候
補
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

も
う
そ
ん
な
段
階
は
過
ぎ
て

い
る
の
で
は
。
参
院
選
で
の

三
木
参
院
議
員
の
動
き
を
見

た
ら
、
来
春
知
事
選
を
睨
ん

だ
動
き
だ
と
ピ
ン
と
き
ま
す

よ
。
勝
野
副
知
事
も
飯
泉
知

事
も
各
種
会
合
に
精
力
的
に

出
席
し
て
い
ま
す
。
も
う
止

ま
ら
な
い
の
で
は
」（
行
政
関

係
者
）。

　

三
木
の
周
辺
に
よ
る
と
、

「
知
事
選
出
馬
は
ほ
ぼ
固
い
の

で
は
。
後
は
本
人
が
い
つ
最

終
的
に
決
断
す
る
か
だ
」
と

の
こ
と
。
早
け
れ
ば
九
月
中

旬
開
会
予
定
の
九
月
県
議
会

前
ま
で
に
出
馬
表
明
す
る
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

三
木
の
知
事
選
出
馬
に
つ

い
て
は
、「
や
る
な
ら
先
手

必
勝
。
先
に
名
乗
り
を
上
げ

て
一
気
に
流
れ
を
作
る
べ
き
」

と
い
う
先
手
必
勝
論
の
ほ
か
、

「
相
手
を
見
極
め
る
べ
き
。
勝

野
や
飯
泉
が
出
て
き
た
ら
、

攻
撃
材
料
は
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
色
が
つ
い
て
い
な
い
対

立
候
補
が
出
て
き
た
ら
、
攻

め
手
を
欠
く
」
と
い
う
慎
重

論
も
あ
る
。

　

参
議
院
の
特
定
枠
問
題
を

抱
え
る
三
木
。
は
た
し
て
来

春
知
事
選
に
出
馬
す
る
の
か
、

し
な
い
の
か
。
そ
の
動
向
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。

去
就
明
言
せ
ず
、
フ
ァ

イ
テ
ィ
ン
グ
ポ
ー
ズ
崩

さ
な
い
飯
泉

　

飯
泉
の
動
き
も
微
妙
だ
。
四

月
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
で

「
徳
島
の
政
治
家
」
を
強
調
し

た
飯
泉
。
狙
い
は
衆
院
選
転
身

だ
ろ
う
が
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

①
知
事
選
に
六
選
出
馬
せ
ず
、

県
内
で
政
治
浪
人
し
、
次
期
衆

院
選
出
馬
を
目
指
す
②
知
事
選

に
六
選
出
馬
し
、
知
事
を
続
け

な
が
ら
、
次
期
衆
院
選
出
馬
を

目
指
す
‐
の
二
パ
タ
ー
ン
だ
。

　

焦
点
は
い
つ
来
春
知
事
選

へ
の
去
就
を
明
ら
か
に
す
る

か
。
飯
泉
が
六
選
不
出
馬
を

表
明
し
な
い
限
り
、
後
継
候

補
は
表
面
的
に
動
け
な
い
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
九
月

県
議
会
と
十
一
月
県
議
会
。

も
し
飯
泉
が
十
一
月
県
議
会

ま
で
引
っ
張
れ
ば
、
勝
野
な

ど
後
継
候
補
は
「
準
備
期
間

が
足
り
ま
せ
ん
」
と
出
馬
を

断
念
。「
飯
泉
デ
モ
擁
立
す
る

か
」「
飯
泉
シ
カ
い
な
い
」
と

い
う
「
デ
モ
シ
カ
候
補
」
と

し
て
飯
泉
に
出
番
が
回
っ
て

く
る
か
も
知
れ
な
い
。

だ
が
飯
泉
は
、
徳
新
調
査

で
約
六
割
が
六
選
に
「
ノ
ー
」

を
突
き
付
け
る
な
ど
、
知
事

候
補
と
し
て
は
も
う
終
わ
っ

て
い
る
。
政
治
的
な
行
き
場

を
探
し
て
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い

る
だ
け
だ
。

仮
に
飯
泉
が
自
爆
覚
悟
で
六

選
出
馬
を
表
明
し
た
ら
、「
飯

泉
が
出
れ
ば
百
二
十
％
自
分
も

出
馬
し
て
、
徹
底
的
に
叩
き
潰

す
」
と
公
言
す
る
後
藤
田
衆
院

議
員
も
黙
っ
て
は
い
ま
い
。

　

水
面
下
で
動
き
出
し
た
来

春
知
事
選
。
は
た
し
て
三
木

が
出
馬
表
明
し
て
先
制
攻
撃

を
仕
掛
け
る
か
、
飯
泉
が
九

月
県
議
会
で
去
就
を
明
ら
か

に
す
る
か
。
今
年
の
九
月
は

政
治
的
駆
け
引
き
が
炎
上
す

る
「
ホ
ッ
ト
セ
プ
テ
ン
バ
ー
」

に
な
り
そ
う
だ
。

　

新
社
長
は
ド
ル
箱
の
委
託

業
務
を
継
続
受
注
で
き
る
の

か
。
阿
波
踊
り
の
拠
点
で
あ

る
徳
島
市
の
阿
波
お
ど
り
会

館
。
運
営
は
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
す
る
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
。
現
在
は
徳
島

新
聞
社
（
徳
新
）
と
エ
ア
ト

ラ
ベ
ル
徳
島
の
企
業
グ
ル
ー

プ
に
委
託
し
て
い
る
。
契
約

は
来
年
三
月
末
ま
で
。
来
年

四
月
か
ら
の
管
理
者
は
徳
島

市
が
公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

選
ぶ
。

　

阿
波
お
ど
り
会
館
の
管
理

業
務
は
年
間
約
八
千
万
円
が

も
ら
え
る
美
味
し
い
仕
事
。

徳
新
も
継
続
受
注
を
狙
い
、

公
募
に
参
加
す
る
。
六
月
に

就
任
し
た
池
上
社
長
の
手
腕

が
問
わ
れ
る
が
、
今
回
は
五

年
前
と
比
べ
て
旗
色
が
か
な

り
悪
い
。

　

五
年
前
は
開
館
当
初
か
ら

管
理
業
務
を
受
託
し
て
き
た

観
光
協
会
が
、
発
注
者
の
徳
島

市
と
阿
波
踊
り
の
累
積
赤
字

問
題
で
バ
ト
ル
。
公
募
に
参
加

し
た
が
落
選
。
徳
島
市
と
蜜
月

関
係
に
あ
っ
た
徳
新
が
新
し

い
管
理
者
に
選
ば
れ
た
。

そ
れ
か
ら
約
五
年
。
徳
島

市
と
徳
新
の
関
係
は
、
蜜
月

関
係
か
ら
犬
猿
関
係
へ
と
転

じ
た
。
徳
新
の
阿
波
踊
り
報

道
に
対
し
、
内
藤
市
長
が
ク

レ
ー
ム
や
抗
議
を
連
発
。
阿

波
踊
り
の
赤
字
検
証
問
題
で

は
、
徳
島
市
の
資
料
提
出
要

請
を
徳
新
が
拒
否
。
今
年
の

阿
波
踊
り
運
営
問
題
で
は
、

徳
島
市
が
県
阿
波
踊
り
協
会

の
実
行
委
員
会
参
加
を
依
頼

し
た
が
、
協
会
事
務
局
の
徳

新
が
断
っ
た
。

　

波
長
が
合
わ
ず
、
信
頼

関
係
の
決
裂
が
見
え
隠
れ

す
る
徳
島
市
と
徳
新
。
は

た
し
て
徳
新
は
阿
波
お
ど

り
会
館
の
指
定
管
理
業
務

を
継
続
受
注
で
き
る
の

か
。

　
「
観
光
協
会
が
外
さ
れ

た
五
年
前
の
状
況
と
よ
く

似
て
い
ま
す
。
徳
島
市
と

し
て
は
資
料
の
提
出
拒
否

や
実
行
委
員
会
へ
の
参
加

拒
否
な
ど
虚
仮
に
さ
れ
続

け
た
徳
新
へ
の
絶
好
の
リ

ベ
ン
ジ
チ
ャ
ン
ス
。
今
回

の
公
募
に
は
複
数
の
企
業

が
参
加
の
動
き
を
見
せ
て

い
ま
す
。
前
回
の
公
募

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
は
審

査
員
五
人
の
う
ち
二
人
は

徳
島
市
の
幹
部
。
徳
新
の

継
続
受
注
は
か

な
り
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
の
で
は
」

（
阿
波
踊
り
関
係

者
）。

　

市
議
会
の
ハ
ー

ド
ル
も
あ
る
。
公

募
で
ト
ッ
プ
に
選

ば
れ
て
も
、
市
議

会
が
Ｏ
Ｋ
の
議
決

を
し
な
い
と
指
定

管
理
者
に
な
れ
な

い
。

　

市
議
会
は
現

在
、
市
政
与
党
が

十
九
人
、
市
政
野

党
が
十
一
人
。
六

月
市
議
会
で
は
与
党

の
岡
市
議
が
本
会
議

で
阿
波
お
ど
り
会
館

の
コ
ロ
ナ
対
策
の
不

手
際
を
指
摘
。
市
経

済
部
長
が
陳
謝
す
る

一
幕
が
あ
っ
た
。

　

市
当
局
と
波
長
が

合
わ
ず
、
市
議
会
か

ら
管
理
運
営
の
問
題

点
が
指
摘
さ
れ
た
徳

新
。
池
上
新
社
長
も
ド
ル
箱

仕
事
を
手
放
し
た
く
な
い
と

こ
ろ
だ
ろ
う
が
、「
公
募
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
」「
議
会
の
議

決
」
と
い
う
二
つ
の
ハ
ー

ド
ル
を
ク
リ
ア
す
る
の
は

か
な
り
厳
し
そ
う
だ
。

メ
デ
ィ
ア
企
業
の
公
共

事
業
参
入
の
是
非
も
問
わ

れ
て
い
る
。「
自
己
批
判

で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
阿
波
お
ど
り
会
館

の
コ
ロ
ナ
対
策
不
手
際
問

題
の
よ
う
に
、
徳
新
が
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
、
公
共
事

業
を
担
っ
た
自
社
の
問
題

点
を
指
摘
で
き
る
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
複
数
の

関
連
企
業
を
持
ち
、
公
共

事
業
に
参
入
し
た
り
、
公

益
事
業
や
営
利
事
業
を
展

開
し
て
い
る
同
社
。
メ

デ
ィ
ア
企
業
と
し
て
の

あ
り
方
も
問
わ
れ
て
い
ま

す
」（
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
）。

阿
波
踊
り
の
「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
の
再

構
築
も
課
題
だ
。
阿
波
お

ど
り
会
館
を
観
光
協
会
が

運
営
し
て
い
た
時
代
は
、

夏
の
阿
波
踊
り
の
事
務
局

機
能
も
会
館
が
担
い
、「
阿

波
踊
り
の
こ
と
は
、
阿
波

お
ど
り
会
館
で
…
」
と
い

う
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
」
が
提
供
で
き
て
い

た
。

　

観
光
協
会
の
破
産
消
滅

後
、
夏
の
阿
波
踊
り
の
運

営
方
式
と
事
務
局
の
所
在

が
二
転
三
転
。
阿
波
お
ど
り

会
館
か
ら
阿
波
踊
り
の
拠
点

機
能
が
低
下
し
た
。
八
月
か

ら
公
募
開
始
の
阿
波
お
ど
り

会
館
の
指
定
管
理
者
。
徳
新

な
ど
複
数
企
業
の
参
加
が
見

込
ま
れ
る
が
、
会
館
が
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
阿
波
踊
り
の
こ

と
が
何
で
も
わ
か
る
拠
点
施

設
と
し
て
蘇
る
か
ど
う
か
も

焦
点
の
一
つ
だ
。

　

質
問
議
員
を
拍
手
で
迎
え

る
議
長
役
の
井
川
副
議
長
、
質

問
前
に
へ
ら
へ
ら
笑
い
を
浮

か
べ
る
立
川
県
議
…
。
六
月
県

議
会
の
本
会
議
で
は
、
緊
張
感

の
無
い
与
党
県
議
の
醜
態
が

県
民
か
ら
失
笑
を
買
っ
た
。

　
「
本
会
議
は
県
民
の
前
で
県

政
課
題
を
議
論
す
る
場
。
議
長

に
は
権
威
と
品
格
、
公
平
と
平

等
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
拍
手
す

る
な
ら
与
野
党
問
わ
ず
拍
手

す
べ
き
で
す
。
も
っ
と
も
、
国

会
の
議
長
が
質
問
者
に
拍
手

す
る
姿
な
ど
見
た
こ
と
あ
り

ま
せ
ん
が
」（
ネ
ッ
ト
傍
聴
し

た
県
民
）。

　

県
議
会
に
緊
張
感
が
な
い

の
は
、
過
半
数
を
占
め
る
自
民

党
会
派
が
完
全
与
党
化
し
て

い
る
か
ら
だ
。
二
元
代
表
制
の

基
本
を
忘
れ
、
飯
泉
の
言
う
こ

と
為
す
こ
と
の
追
認
機
関
に

成
り
下
が
り
、
県
民
か
ら
託
さ

れ
た
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
形
骸

化
さ
せ
て
い
る
。

　

象
徴
例
が
飯
泉
県
政
最
大
の

汚
点
で
あ
る
記
念
オ
ケ
疑
惑
。

次
々
と
新
た
な
疑
惑
が
飛
び
出

し
た
の
に
、
途
中
で
「
も
う
済

ん
だ
こ
と
だ
」
と
幕
引
き
。
臭

い
物
に
蓋
を
し
て
し
ま
っ
た
。

飯
泉
の
衆
院
選
出
馬
断
念
騒

動
で
も
、
追
認
機
関
の
無
様
な

姿
を
さ
ら
し
た
。
飯
泉
が
出
馬

の
意
欲
を
見
せ
る
と
複
数
県
議

が
本
会
議
で
異
口
同
音
に
国
政

転
身
を
勧
め
た
が
、
土
壇
場
で

飯
泉
が
出
馬
を
断
念
す
る
と
、

本
会
議
で
「
飯
泉
知
事
が
知
事

で
あ
る
こ
と
が
県
益
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
、
不
細
工
な
ド
タ

キ
ャ
ン
騒
動
を
美
化
し
た
。

　

飯
泉
が
衆
院
選
出
馬
を
ド

タ
キ
ャ
ン
し
た
の
は
、
自
民
県

議
ら
が
知
事
へ
の
諫
言
と
い

う
異
例
の
「
チ
ェ
ッ
ク
機
能
」

を
発
揮
し
た
た
め
だ
が
、
そ
の

本
音
は
「
飯
泉
が
衆
院
選
で
こ

け
た
ら
、
後
任
知
事
を
決
め
る

知
事
選
も
こ
け
る
。
自
分
た
ち

が
担
が
な
い
知
事
が
誕
生
し

た
ら
、
既
得
権
益
を
失
う
」
と

言
う
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

追
認
機
関
と
し
て
飯
泉
に

追
従
し
、
自
己
都
合
で
し
か

「
チ
ェ
ッ
ク
機
能
」
を
発
揮
し

な
い
与
党
県
議
ら
。
県
民
に
軸

足
を
置
か
な
い
両
者
の
馴
れ

合
い
ぶ
り
を
象
徴
す
る
の
が
、

県
議
会
史
に
残
る
井
川
副
議

長
の
「
太
鼓
持
ち
演
説
」
だ
。

　
「
こ
れ
ほ
ど
全
国
で
徳
島
の

名
を
馳
せ
た
知
事
は
こ
れ
ま

で
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。（
中
略
）。
こ
の

徳
島
を
守
っ
て
頂
け
る
の
は

飯
泉
知
事
を
お
い
て
誰
も
い

な
い
。
た
と
え
ど
の
様
な
立
場

に
立
た
れ
て
も
徳
島
に
絶
対

必
要
不
可
欠
な
方
だ
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
」（
令
和
三
年

六
月
議
会
）。

　

本
会
議
で
鳴
り
響
く
知
事

礼
賛
の
美
辞
麗
句
太
鼓
。
曲
が

り
角
の
県
議
会
、
当
事
者
だ
け

が
自
己
満
足
す
る
三
文
芝
居

は
県
民
を
白
け
さ
せ
る
だ
け

だ
。
県
議
諸
氏
に
は
猛
省
を
促

し
た
い
。（
文
中
敬
称
略
）
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小松島出身の元経産副大臣、関芳弘衆院議員（兵庫三区、五期、清和会）が八月二十二日、神戸市クラウンホテルで政経セミナー。講師には故安倍元首相が予定されていた。

県
立
ホ
ー
ル
管
理
運
営
計
画
を
協
議
す
る
検
討
委
員
会
。
一
社
決
め
打
ち
で
県
文
化
振
興
財
団
を
指
定
管
理
者
に
す
る
案
が
浮
上
す
る
が
、
同
財
団
は
記
念
オ
ケ
事
業
で
脱
税
企
業
社
長
の
事
業
私
物
化
に
加
担
の
過
去
。
委
員
は
記
念
オ
ケ
疑
惑
を
招
い
た
財
団
の
問
題
体
質
を
知
っ
て
い
る
の
か
。

大
阪
御
堂
筋
の
「
徳
島
ビ
ル
」
四
階
に
入
居
す
る
徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会
。
県
が
徴
収
す
る
ビ
ル
使
用
料
は
月
額
五
、八
三
四
円
（
坪
四
、八
一
三
円
）。
徳
島
ビ
ル
の
月
額
家
賃
相
場
は
坪
当
た
り
一
・
四
万
円
。「
安
す
ぎ
る
。
な
ぜ
特
別
扱
い
な
の
か
」
と
公
益
目
的
を
問
う
声
。
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県
市
協
調
で
進
む
県
立
ホ
ー
ル
、
突
如
浮
上
し
た
ア
リ
ー
ナ
機
能
付

き
武
道
館
…
。
五
期
目
晩
年
の
飯
泉
県
政
で
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
蠢

い
て
い
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
」
だ
。
打
算
と
思
惑

が
透
け
て
見
え
る
「
箱
物
行
政
」。
様
々
な
難
題
が
待
ち
構
え
て
い
る
。

　

安
倍
元
首
相
銃
撃
事
件
で
揺
れ
た
参
院
選
が
終
わ
り
、
次
の
注
目
政
治
イ
ベ
ン
ト
は
来

春
知
事
選
。
幻
の
知
事
選
と
な
っ
た
昨
秋
の
「
三
木
参
院
議
員
Ｖ
Ｓ
勝
野
副
知
事
」
が
実

現
す
る
の
か
、
飯
泉
知
事
が
六
選
出
馬
す
る
の
か
、
保
守
分
裂
が
修
復
さ
れ
統
一
候
補
が

登
場
す
る
の
か
。
水
面
下
で
は
前
哨
戦
の
火
花
が
散
り
始
め
て
い
る
。（
文
中
敬
称
略
）。

街
角
美
人
、
今
回
は
神
戸

市
内
の
焼
き
鳥
店
で
出
会
っ
た

朗
ら
か
美
女
。
テ
ニ
ス
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
杉
山
愛
さ
ん
似
の
Ｏ
Ｌ

だ
。
弾
け
る
笑
顔
が
爽
快
だ
。

店
は
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ　

Ｙ
Ａ

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ

Ｄ　

野
乃
鳥
」。
場
所
は
三

宮
。
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
商

業
施
設
「
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
神
戸

三
宮
」
の
高
架
下
だ
。
兵
庫

地
鶏
の
播
州
百
日
ど
り
や

ひ
ょ
う
ご
味
ど
り
を
使
っ
た

美
味
な
焼
き
鳥
が
有
名
だ
。

　
「
ど
ん
ど
ん
飲
ん
で
食
べ

て
、
コ
ロ
ナ
を
吹
き
飛
ば
し

ま
し
ょ
う
」。
豪
快
な
笑
顔
で

楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

契
約
更
新
迎
え
た

阿
波
お
ど
り
会
館

▲年間約 8,000万円がもらえる阿波おどり会館の指定管理業務。
池上新社長は継続受注できるのか。

参
院
選
応
援
で

知
事
選
リ
ハ
ー
サ
ル
？

三
木
参
院
議
員

人
気
暴
落
　

勝
野
副
知
事

行
き
場
模
索
中

去
就
明
言
し
な
い

飯
泉
知
事

保
守
統
一
候
補

模
索
の
動
き
も

来春知事選
玉虫色グループ改革刷新グループ

壇上では
厳粛に‼

憲法では
政治家も

全体の奉仕者で
あることを

お忘れですか？

飯泉 vs 後藤田か三木 vs 勝野か

岡本県議 井川県議藤田美馬市長 庄野県議原井吉野川市長 岩丸県議玉井板野町長

中山小松島市長兼西つるぎ町長
小林石井町長

後藤神山町長

三木参院議員

後藤田衆院議員

嘉見県議

寺井県議

杉本県議

勝野副知事

内藤徳島市長

飯泉知事

前田三郎キョードー東京取締役

米田会長池上社長

立川県議

井川副議長


